
　平成１７年３月２２日、本荘市、由利郡矢島町、岩城町、由利町、大内町、東由利町、西目
町及び鳥海町が合併し、ここに『由利本荘市』が誕生いたしました。
　歴史は繰り返すと諺にありますが、この地域については六国史のひとつ『 続日本紀 』宝

しょくにほんぎ

亀１１年（７８０年）で、初めて由利として登場いたしました。幾多の変遷を経た後、中世後期
の１世紀にも及んだ戦国期に、この地は１２人もの旗頭が群雄割拠する、 所謂 由利十二頭時

いわゆる

代の治乱興亡が繰り広げられました。
　やがて、慶長７年（１６０２年）に本城満茂のもと由利はひとつにまとめられ、それにより
本城城下が創建されました。しかし、元和９年（１６２３年）に由利は再び、本荘、亀田、仁
賀保及び矢島に分割され、寛永１７年（１６４０年）に生駒高俊が矢島１万石に転封されるに及
び、以後由利は、本荘、亀田及び矢島の３藩による統治が明治４年（１８７１年）の廃藩置県
にまで続いておりました。
　かつて、この地で１２人もの旗頭が群雄割拠し、また３藩時代が永続したことは、全国的
にも、歴史的にも希有のことです。歴史は 糾 える縄の如く繰り返されています。

あざな

　由利八郎や本城満茂の由利がひとつになったように、地域住民が一体となった努力によ
り、平成１７年（２００５年）３月２２日、かつて３藩であった１市７町は、新たに由利本荘市と
して誕生いたしました。まさに、新しい時代に向けた中核都市としての門出であります。
　現在の地方自治体においては、地方分権が実行の段階となり、住民に身近な事務を担う
市町村の役割は、ますます重要となっています。特に、少子高齢化、環境問題や情報化の
進展といった多様化・高度化する行政課題に的確に対応しながら、国・地方とも厳しい財
政状況下において、自己決定、自己責任の原則のもとで、行政サービスの維持・向上を図
ることが極めて重要かつ緊急の課題となっています。さらに、昭和の大合併から半世紀を
経て、住民の生活行動範囲は当時と比較にならないほど大きく広がっており、平成の新し
い時代に即したまちづくりに積極的に取り組まなくてはなりません。
　本書は、１市７町が合併に至るまでの背景や経緯をまとめ、また、『人と自然が共生する
躍動と創造の 都  市 』由利本荘のまちづくりを進めるための指針をして発刊するものであり

ま ち

ます。
　このたびの合併に際し、深いご理解と一方ならぬご尽力を賜りました市民の皆様や関係
各位に深甚なる感謝と敬意を表しまして、序とさせていただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成１７年１０月　

１はじめに



２ 第１章　新市の概要

　１　位置と地勢
　　新市は、秋田県の南西部に位置し、南に霊

　峰鳥海山、東に出羽丘陵を背し、中央を一級

　河川子吉川が貫流して日本海にそそぐ山と川

　と海の美しい自然に恵まれた地域であり、鳥

　海山と出羽丘陵に接する山間地帯、子吉川流

　域地帯、日本海に面した海岸平野地帯の三地

　域から構成されています。

　　新市は、北は秋田市に、南はにかほ市に、

　東は大仙市、横手市、湯沢市地域等にそれぞ

　れ接しており、県都秋田市には２０㎞～６０㎞の

　圏内となっています。

　　また、ＪＲ羽越本線と国道７号が南北に並

　走し ､国道１０５号、１０７号、１０８号などの起・終

　点となっています。 

　２　気　　候
　　気候は、県内では最も温暖な地域ですが、海岸部と山間部では気象条件が異なり、特

　に冬季においては、積雪量に大きな差がみられます。 

　３　面　　積
　　面積は、１，２０９．０４�（東西約３２．３㎞、南北約６４．７㎞）で、県の面積の１０．７％を占めて

　います。

　　地目別では、山林が約９０３�で７４．７％を占め、次いで農用地が約１５０�、１２．４％であり、

　宅地は２２�で、わずか１．８％に過ぎない状況です。
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　４　人口と世帯
　　平成１２年の国勢調査による新市の人口は９２，８４３人ですが、昭和６０年の国勢調査人口

　９６，５８９人を境にして減少に転じています。

　　平成７年国勢調査と平成１２年国勢調査の人口を比較してみると、１，５６７人、約１．７％の

　減となっています。

　　また、年齢３区分別人口の推移をみると、少子・高齢化の進展が顕著であり、年少人

　口の構成比率で、昭和５５年２０．６％と、平成１２年１４．３％を比較すると６．３ポイント減少して

　おり、逆に老年人口の構成比率では、昭和５５年１１．０％、平成１２年２３．９％で１２．９ポイント

　と大幅な増加となっています。

　　世帯数は人口の減少にかかわらず増加が続いており昭和５５年と平成１２年を比較すると

　世帯数で３，３４８３世帯、約１３．７％の増加となっていますが、一世帯当たりの人員では昭和

　５５年３．９１人、平成１２年３．３４人と年々減少しており、世帯の少人数化や核家族化が進行し

　ています。

●人口と世帯の推移（国勢調査）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人、世帯）

（Ｈ１７は３月２２日現在）　

●年齢３区分別人口の推移（国勢調査）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

３第１章　新市の概要

平成１７年平成１２年平成７年平成２年昭和６０年昭和５５年区　　分

９１，０４０９２，８４３９４，４１０９５，４８９９６，５８９９５，７４８総 人 口

２９，５９５２７，８０５２６，２６０２４，９９４２４，８６０２４，４５７世 帯 数

３．０８３．３４３．６０３．８２３．８９３．９１１世帯当たり人員

平成１２年平成７年平成２年昭和６０年昭和５５年区　　分

９２，８４３９４．４１０９５，４８９９６，５８９９５，７４８総 人 口

１３，３１６１５，５６０１７，９６６１９，７１４１９，７９７年少人口０～１４歳

１４．３１６．５１８．８２０．４２０．６（％）

５７，３６０５９，９５９６２，３４７６４，３２５６５，４５６生産年齢人口１５～６４歳

６１．８６３．５６５．３６６．６６８．４（％）

２２，１６２１８，８９１１５，１５４１２，５５０１０，４９４老年人口６５歳以上

２３．９２０．０１５．９１３．０１１．０（％）

５０２２０１年 齢 不 詳


